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一橋ＩＣＳ、アドバイザリー・ボードの新メンバーを発表 

 

一橋大学大学院経営管理研究科国際企業戦略専攻 （以下、一橋 ICS）は、近藤正晃ジェーム

ス氏 （国際文化会館理事長）が新たにアドバイザリー・ボードに加わることを発表します。 

このアドバイザリー・ボードは、MBAプログラムのカリキュラム設計と実施に関する助言を

行います。 

 

一橋 ICSは、近藤正晃ジェームス氏を新たに迎え、アドバイザリー・ボードを務める 3名の

メンバーをここに発表することを大変光栄に存じます。 

 

一橋 ICS アドバイザリー・ボード メンバー 一覧（3名、順不同） 

 

岩野 和生 （いわの かずお）  

［任期：2026年 4月 1日～2028 年３月 31日］ 

 一般財団法人リモート・センシング技術センター理事、元 日本アイ・ビー・エム株式

会社 ソフトウエア開発研究所 所長、元 株式会社三菱ケミカルホールディングス 執

行役員チーフデジタルオフィサー（CDO）、フェロー、顧問（2022年 3月まで）。  

 岩野氏は、コンピュータサイエンスとビジネスをつなぐデジタルトランスフォーメー

ションやアントレプレナーシップの権威として幅広くご活躍されており、学術的かつ

実務的な専門知識をお持ちです。技術が社会とビジネスに与える影響、そのような中で

のビジネスリーダーの育成などについてご意見を頂戴しています。 

 

菅 大介 （かん だいすけ） 

 ［任期：2026 年 4月 1日～2028年３月 31日］ 

 株式会社チェリオコーポレーション 代表取締役社長、沖縄科学技術大学院大学（OIST）

評議員。 

 菅氏は、家業の飲料メーカーの 3代目として、現在と未来のライフスタイルを向上させ

るため、ビジネスイノベーションを牽引しています。多様性を尊重する社会の実現に強

い想いを持ち、また、自身の MBAの経験を生かし、ビジネススクールにおける人材育成

についてご意見を頂戴しています。 



 

近藤 正晃ジェームス （こんどう まさあきらじぇーむす） 

［任期：2026年 10月 1日～2028年３月 31日］ 

 公益財団法人国際文化会館 理事長。TABLE FOR TWO、教育支援グローバル基金ビヨ

ンドトゥモローを共同設立。アジア・ソサエティ・ジャパン・センター代表理事兼グ

ローバル評議員。元 Twitter 本社副社長。 

 近藤氏は、 「多様な世界との知的対話、政策研究、文化交流を促進し、自由で、開かれ

た、持続可能な未来をつくることに貢献する」ことをミッションに掲げる国際文化会

館の理事長として、国際文化会館を 「知の交流拠点」として発展させています。20か

国出身の次世代リーダーがフルタイムで学ぶ一橋 ICSにおいて、地政学的な視点の重

要性が増しており、近藤氏の助言は重要な役割を果たすものと期待しています。近藤

氏はご自身も MBA 学位保持者であり、また、一橋 ICSで客員教授として政府・ビジネ

ス・国際経済の講義を担当されたご経験もあります。 

 

 

一橋 ICSは、「Achieving Best of Two Worlds」をミッションに掲げ、東西、アナログとデ

ジタル、経済発展と維持可能性など、一見対立する概念を綜合し、現代に喫緊のビジネス課

題に取組み、社会にインパクトを与えられるリーダーの育成に努めています。また、日本で

唯一の GNAM（Global Network for Advanced Management）のメンバーとして、同ネットワ

ーク校と協力し、ネットワーク型教育とグローバルな視点を提供しています。 

 

一橋大学大学院経営管理研究科国際企業戦略専攻(一橋 ICS) 

 

お問い合わせ先：本件に関するご質問等については、一橋 ICS 専攻長室宛にお送りくださ

い。ics-deansoffice@ics.hub.hit-u.ac.jp 
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